
( 1 9 ) 竹 島の 帰 属 をめ ぐる 日韓紛 争

竹
島
の

帰
属
を
め

ぐ
る

日

韓
紛
争

一
川

叩
｢

せ

日

本
を

め

ぐ

る

領
土

問
題
と

し

て
､

台

湾
､

膨
湖
島
､

小

笠

原
､

樺
太
､

千

島
､

琉
球
等
に

関
し

て

は

既
に

研

究
論
文
を

発
表
し
て

(

l
)

い

る

が
､

竹
島
に

つ

い

て

は

未
だ

取

り

上

げ
て

い

な
い

の

で
､

こ

こ

に

こ

れ

を

論
ず
る

こ

と

と

し

た
｡

竹

島
の

領
有
問
題
は

日

韓
会
談
の

正

式
議
題
と

は

な
っ

て

い

な

い

が
､

会
談
と

は

別

に

日

韓
直
接
交
渉
の

焦
点
と

な
っ

て

お

り
､

日

韓
両

国
ほ

そ

れ

ぞ

れ

歴
史
的
ま

た
は

国

際
法
的
な

立

場
か

ら

竹

島
の

領
有
を

主

張
し
て

譲
ら

ず
､

こ

の

解
決
な
く

し
て

は
日

韓
国

交
の

正

常
化
も

困
難
だ

と

見
ら
れ

る

現

状
に

あ

る
｡

そ

こ

で
､

本

文
に

お

い

て

は

こ

の

問
題
を

歴
史
的
且
つ

国

際
法
的
な

観
点
か

ら

検
討
し
､

以

て

そ

の

真
実
を

明

ら
か

な

ら

し

め

る

こ

と

に

し

た

ヽ

0

､

.∨

一

一

九
一

〇

年
の

日

韓
併
合

以

前
に

お

け
る

竹
島

竹

島
は

島
根
県

隠
岐
島
の

西

北
八

五

浬
､

北

緯
三

七

度
九

分
三

〇

秒
､

東
経
一

三
一

度
五

五

分
に

位
し
､

不

毛
の

岩
礁
か

ら

成
っ

て

い

る

小

さ

な

群
島
で

あ

り
､

そ

の

面

積
は

六

九
､

九

九
〇

坪
を

占
め

て

い

る
｡

従
っ

て
､

こ

の

島
は

本
来
無
人

島
で

あ

る

が
､

夏

期
数
. ヵ

月
に

限

り

仮
小

屋
を

設
け
て

ア

シ

カ

猟
や

ア

ワ

ビ
､

ワ

カ

メ

等
の

採
取
に

従

事
す
る

こ

と
が

出
来
る
｡

現

在
は

島
根
県

穏
地

郡
五

箇
村
に

属
し

て

い

る
｡

日

本
人
が

竹
島
を

発
見

す
る

に

至
っ

た

英
機
に

は

欝
陵
島
と

の

関
係
が

あ

る
｡

欝
陵
島
は

六

世

紀
以

来
､

朝

鮮
の

領
土
と

な
っ

て

い

た

が
､

朝
鮮
本

土
か

ら

脱
税
を

目

的
に

こ

の

島
へ

潜
入

す
る

も

の

が

増
え

た
の

で
､

■
一

四

三

八

年
､

李
朝
は

渡
島
を

禁
止

し
､

爾

畑
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来
､

一

八

八

四

年
に

至
る

ま

で

約
四

五

〇

年
の

間
､

欝
陸
島
を

事

実
上
､

放
棄
し

空

島
政

策
を

と
っ

た
｡

と
こ

ろ
が
､

こ

の

間
一

六

一

八

年
に

は

伯
菅
国
米
子
の

町

人

大
谷

甚
普
及
び

村
川
市
兵
衛
が

江

戸
幕
府
か

ら

欝
陸
島
(

当

時
は

竹

島
ま

た

は

磯
竹
島
と

い

わ
れ

た
)

へ

の

渡
航
許
可

を

受
け
､

そ

の

後
約
八

十

年
間
に

わ

た

り

欝
陵
島

に

お

け
る

日

本
人
の

漁
業
経

営
が

続
け

ら
れ

た
｡

か

く

し
て

日

本

人

が

欝
陵
島
へ

赴
く
途
中

で

竹

島
(

当

時
は

松
島

と
い

わ

れ

た
)

を

発
見
し
､

こ

の

島
を

寄
港
地

と

し
て

利
用
す
る

と

共

に

ア

シ

カ
､

ア

ワ

ビ

等
の

漁
業
地

と

し

て

も

専
用
し
て

い

た
｡

且
つ
､

大
谷

甚

苦
の

子

孫
に

あ
た

る

大
谷
九

右
衛
門
勝
信
が
一

六

八
一

年
五

月
､

幕
府
に

提
出
し
た

文

書
に

よ

れ

ば
､

こ

の

島

は

｢

草

木
ご

ざ

な

く
､

岩
島
に

て

ご

ざ

候
+

と

あ

り
､

無
人

島
で

あ
っ

た

こ

と

は

疑

い

を

容
れ

な
い
｡

た

だ
､

そ

の

後
欝
陸
島
の

帰
属
を

め

ぐ
っ

て

江

戸
幕
府
と

朝
鮮
政
府
と
の

間
に

紛
争
が

起
り
､

一

六

九
六

年
､

幕

府
が

日

本
人
の

欝
陵
島
出
漁
を

禁
止
し

た

こ

と

が

あ
る
｡

併
し
､

竹

島
に

つ

い

て

は

日

本

領
土

だ

と

い

う
前
提
の

下

に

依
然
と
し

て

渡
航
を

認
め

て

い

た
｡

こ

の

よ

う
に

当
時
既
に

竹

島
が

日

本
領
土

と

し
て

見
ら
れ

て

い

灯

文
献
上
の

証

拠

と

し

て

は
､

宝

暦

年

間

(

一

七

五
一

-
六
三

年
)

に

編

纂
せ

ら

れ

た

『

竹

島
固

説
』

に

｢

隠

岐
の

国
政
島
(

今
日

の

竹

島
)

+

と
い

う
表
現
が

あ

る
｡

か

く

し

て

竹
島
の

帰
属
に

つ

い

て

は

古
来
日

韓
両
国

間
に

争
わ

れ

た

こ

と

は

が

な

か
っ

た
｡

と
こ

ろ
が
､

以
上

は

竹

島
を

め

ぐ
る

事

実

上

の

経

過

で

あ

る

が
､

竹
島
が

正

式
に

島
根
県

に

編

入
せ

ら
れ

た

の

は
一

九

〇
五

年

(

明

治
三

十

八

年
)

の

こ

と

で

あ

る
｡

そ

の

動
機
は

竹
島
に

お

け
る

日

本
人
の

漁
猟
が

こ

の

頃
か

ら

急
速
に

本

格
化
し

た

こ

と

に

始
ま

る
｡

す
な

わ

ち
､

一

九

〇

四

年
(

明

治
三

十

七

年
)

九

月

二

十

九

日
､

隠
岐
島
民
の

中

井
養
三

郎
が

内

務
､

外

務
､

農
商
務
の

三

大

(

2
)

臣
に

提
出
し

た

｢

り
ゃ

ん

こ

島
領
土

編
入

並
に

貸
下

願
+

に

は

次

の

よ

う
な

説
明

が

あ
る
｡

本
島
ハ

…

…

絶
海
二

吃

立
セ

ル

叢
蘭
タ

ル

岩
島
二

過
ギ

ザ

レ

バ

従
来
人
ノ

顧
ル

モ

ノ

ナ

ク

全
ク

放
委
シ

有
之

候
､

然
ル

虞
私

儀

欝
陸
島
往
復
ノ

途
次
偶
本

島
二

寄
泊
シ

海
櫨
ノ

棲
息
ス

ル

事
瀞

シ

キ

ヲ

見
テ

放
委
シ

置
ク

ノ

如
何
ニ

モ

遺

憾
二

堪
へ

ず

ル

ニ

ヨ

リ
､

爾
爽
種
々

苦
慮
計
毒
シ

繭
明

治
三

十
六

年
二

重

り

断
然
意

ヲ

決
シ

テ

資
本
ヲ

投
シ

漁

舎
ヲ

構
工

人

夫
ヲ

移
シ

猟
具

ヲ

備
エ

テ

先

ヅ

海
駿
猟
二

着
手
致
シ

候
､

…

…

然
レ

ド

モ

本

島
ハ

領
土

所
属

克
マ

ラ

ズ

シ

テ

他
日

外

国
ノ

故

障
二

遭
遇
ス

ル

等
不

測
ノ

コ

十

ア

ル

モ

確
乎
タ

ル

保

護
ヲ

受
ク

ル

ニ

由
ナ

キ

ヲ

以
テ

本
島

経
営
二

資
力
ヲ

傾
注
ス

ル

ハ

尤
モ

危
険
ノ
コ

ト
ニ

御
座
候
､

…

､

由
り

i

由
.

址
叩
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･

‥

要
ス

ル

ニ

前
途
有
望
ニ

シ

テ

且

ツ

必

要
ナ

ル

本
島
ノ

経
営
モ

情
ム

テ

ク
ハ

領
土

所

属
ノ

定

り

居
ラ

ザ
ル

ト

海
髄

猟
業
二

必
ズ

競
争
ノ

生
ズ

ベ

キ

ト
ニ

接
テ

大
ナ

ル

危
険
之
ア

リ

終
ヲ

全
フ

シ

難
ク

候
､

…

…

此

ノ

如
キ

ハ

膏
二

私

儀
一

己

ノ

災
厄
ノ
､
､

､

ナ

ラ

ズ

又
夕

国

家
ノ

不

利
益
ト

モ

被
存
候
､

就
テ
ハ

事
業
ノ

安
全

利

漁
ノ

永
久

ヲ

確
保
シ

以

テ

本

島
ノ

経
営
ヲ

シ

テ

終
ヲ

全
フ

セ

シ

メ

ラ

レ

ン

ガ

烏
メ

何
卒
速
カ

ニ

本
島
ヲ
バ

本

邦
ノ

領
土
二

御
編

入

相
成
り

且

ツ

其
レ

ト

同

時
二

向
フ

十

ケ

年
間
私

儀
二

御
貸
下

ゲ

相
成
度
､

別

紙
闘

面

相

添
工

此

段
奉
願
候
也

こ

の

請
願
に

基
き

内

務
大

臣
が

｢

無
人

島
所

属
に

関
す
る

件
+

と

し

て
､

こ

の

｢

無
人

島
ハ

他

国
二

於
テ

之
ヲ

占
領
シ

タ

リ

ト

認

ム

ベ

キ

形
跡
ナ

ク
､

一

昨
三

十
六

年
､

本
邦
人

中

井
養
三

郎
ナ

ル

者
二

於
テ

漁

舎
ヲ

構
へ

人

夫
ヲ

移
シ

猟
具
ヲ

備
へ

テ

海
髄
猟
二

者

手
シ

今
岡

領
土

編
入

拉
二

貸
下
ヲ

出
願
セ

シ

所
､

此

際
所
属
及

島

名
ヲ

確
定
ス

ル

ノ

必

要
ア
ル

ヲ

以
テ

高
島
ヲ

竹

島
卜

名
ケ

自

今

島

根
願
所
属
穏
岐
島
司
ノ

所
管
卜

烏
サ

ン

ト

ス
+

と
の

議
案
を

提
出

し

た

と
こ

ろ
､

一

九

〇
五

年
(

明

治
三

十

八

年
)

一

月
二

十

八
日

の

閣
議
に

お

い

て

｢

審
査
ス

ル

ニ

明

治
三

十

六

年
以

束
､

中

井
養
三

郎
ナ

ル

孝
該

島
二

移
住
シ

漁
業
二

従
事
セ

ル

コ

ト
ハ

関
係
書
顆
二

依
り

明
ナ

ル

所
ナ

レ

バ
､

国
際
法
上

占
領
ノ

事
貴
ア

ル

モ

ノ

ト

認

山
町

{:

メ

之

ヲ

本
邦
所
属
ト

シ

島
根
牒
所
属

構
岐
島
司
ノ

所
管
卜

為
シ

差

支
無
之

儀
卜

思

考
ス
+

と
の

閣

議
決
定
が

行
な
わ

れ
､

こ

れ

を

島

根
県

知
事
に

通

達
し

た
｡

次
い

で
､

島
根

県

知
事
は

同
年
二

月
二

十
二

日
､

■
県

告
示

第
四

十

号

を

以
て

｢

…

…

隠
岐
島
ヲ

距
ル

西

北

八

十
五

浬
二

在
ル

島
峡
ヲ

竹

島
卜

稀
シ
､

自
今
本

願
所
鹿
障
岐
島

司
ノ

所

管
卜

局
メ

ラ

ル
+

と

公

表
し
､

併
せ

て

同
日

附
を

以
て

隠

岐
島
庁
に

対
し

て

も

｢

此

旨

心

得
フ

べ

シ
+

と
い

う

訓
令
を

発
し

た
｡

更
に

同

年
五

月

十

七

日

に

は

隠
岐
島
司
の

上

申
に

よ
っ

て

竹

島
は

官
有
地
と

し

て

土

地

台

帳
に

記

録
さ

れ

た
｡

か

く

し
て

竹
島

が

正

式
に

島
根
県

隠
岐
島
司
の

所
管
に

編
入

さ

れ

る

と
､

島
根
県

は

同

島
の

ア

シ

カ

漁
業
を

許
可
漁
業
と

し
､

同

年
六

月
五

日
､

中

井
養
三

郎
､

井
口

龍
太
､

橋
岡
友

次

郎
及
び

加

藤
重

造
の

四

名
に

対

し
て

そ

の

共

同
経

営
を

免
許
し
た
｡

免
許
を

受
け

た

者
は

毎
年

土

地

使
用

料
を

支

払
い
､

こ

れ

は

国

庫
に

納
入

さ

れ

た
｡

(

1
)

｢

琉
球
の

帰

属

を

続
る

日

清

交

渉
+
､

『

東

洋

文

化

研

究

所

紀
要
』

第
二

冊
､

昭

和
二

十

六

年

九

月
｡

｢

領
土

帰

属

関

係
史
∵
-
-

小

笠

原
､

千

島
樺
太

及

び

琉
球

-
+
､

『

平
和
条
約
の

綜

合

研

究
』

所

収
､

昭

和
二

十

七

年
五

月
｡

｢

ア

メ

リ

カ

学

者
の

観

た

沖

縄

問

題
+
､

『

国

際

法

外
交
凝

議
』

第
五

十

田

巻

第
一

､

二
､

三

合

併

号
､

昭

和
三

十

年

四

月

三

十

日
｡

｢

日

本
を

め

ぐ

る

領

土

問

題
･

-
千

島
､

甫

樺

太
､

台

湾
及

び

沖
縄
の

法

的
地

位

i
+

､

『

東

洋

文

化

研

究
所

紀

要
』

第

朗
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十
一

冊
､

昭

和
三

十
一

年

十
一

月
｡

｢

シ

ベ

ヮ

ア

出

兵
と

北

樺
太

問

題
+
､

『

国

際
法

外

交
雄

誌
』

第
六

十

巻
第
四
､

五
､

六

合
併
特
輯
号
､

｢

北

方

領
土
の

地

位
+

i
千

島
､

樺

太

を

め

ぐ
る

諸

問
題

-
所

収
､

昭

和
三

十

七

年
三

月
二

十
日
｡

(

2
)

十
七

世

紀
以

来
､

現

在
の

竹
島
は

松
島
と
い

わ

れ
て

い

た

が
､

同

時
に
一

八

四

九

年
､

フ

ラ

ン

ス

船
舶
ワ

ァ

ン

ク

ー

ル

号

(

E
p

ぺ

0

0

声
ユ
)

が

こ

の

島
を

発
見

し
た

こ

と

が

契
機
と

な
っ

て
､

明

治

時

代
に

お

け
る

隠
岐
島
民

は

竹

島
を

｢

リ

ヤ

ン

コ

島
+

と

も

呼
ん
で

い

た
｡

〓

第
二

次
大
戦
後
に

お

け
る

竹
島
の

地

位

以

上

は

日

韓
併
合
前
に

お

け

る

竹

島
の

歴

史

的

背

景
で

あ

る

が
､

そ

の

後
第
二

次

大
戦
終
了

に

至
る

期
間
に

お

い

て

竹
島
の

日

本
領
土
と

し
て

の

地

位
に

影
響
を

与

え

る

よ

う
な

重

大
な

事
態
は

特
に

発
生

し

な

か
っ

た
｡

た

だ
､

戦
争
勃

発
の

直
前
す
な
わ

ち
一

九

四

〇

年
(

昭

和
十
五

年
)

八

月

十

七

日
､

竹
島
は

海
軍
用
地

と

し

て

舞
鶴
鎮
守
府
に

引
渡
さ

れ

た
が
､

戦
後
の

一

九

四
五

年
十
一

月

一

日
､

国
有
財
産
法
施
行
令
第
二

条
に

よ

り

海
軍
か

ら

大
蔵
省
に

移
管
せ

ら

れ

て

今
日

に

至
っ

て

い

る
｡

L

連
合
軍
総
司

令
部
覚
書
に

よ

る

指
令

と
こ

ろ

が
､

一

九

四

六

年
一

月
二

十

九
日
､

連
合

軍
総
司

令
部

㍊

は

日

本
政

府
に

対

す
る

愛
書
に

よ
っ

て

｢

日

本

政

府
が

竹
島
心

対

し

て

政

治
上

ま

た

は

行
政
上

の

権
力
を

行

使

す

る

こ

と

ま

た

は

行
使
し

ょ

う
と

企
て

る

こ

と

を

停
止

す
る
+

と
い

う

指
令
を

発
し

た
｡

更
に

こ

れ

に

次
い

で

同

年
六

月
二

十
二

目

付
の

稔
司

令
部
党

(

1
)

書
に

よ

り

竹
島
は
い

わ

ゆ
る

マ

ッ

カ

ー

サ

ー
･

ラ

イ
ン

の

外

側
に

置
か

れ
､

｢

日

本
の

船
舶
及
び

乗
組
員
は

竹

島
か

ら

十
二

浬
以

内

に

近
づ

い

て

は

な

ら

ず
､

ま

た
こ

の

島
と
の

一

切
の

接
触
は

許
さ

れ

な
い
+

と
の

指
令
を

受
け

た
｡

尚
､

こ

の

｢

十
二

浬

以

内
+

は

そ
の

後
一

九

四
九

年
九

月

十

九
日

付
の

覚
書
に

よ
っ

て

｢

三

浬
以

内
+

と

修
正

さ

れ

た
｡

こ

れ

に

基
き
､

島
根
県
も
一

九

四

六

年
七

月
二

十

六
日

付
の

県
令
を

以
て

竹

島
に

お

け
る

日

本

人
の

漁
業
を

禁
止

し

た
｡

併
し
､

こ

れ

ら
一

連
の

措
定
は

日

本
の

領
土

処

理
に

は

何
等
関
係
の

な
い

こ

と

を

留
意
す
べ

き

で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

こ

れ

ら

は

連
合

国
が

日

本
占

領
管
理
の

必

要
上

執
っ

た

措
置
で

あ

っ

て

日

本

領
土
の

最
終
決
定
で

は

な
い
｡

と

い

う
の

は
､

一

九

四

六

年
一

月
二

十

九

日

の

総
司

令
部
覚
書
第
六

項
に

｢

こ

の

指
令
中

の

如
何
な

る

規
定

も
､

ポ

ツ

ダ
ム

宣
言
第
八

条
に

述
べ

ら

れ

て

い

る

藷
小

島
の

最
終
的

決
定
に

関
す
る

連
合

国
の

政

策
を

示

す
も
の

と

解
釈
さ

れ

て

は

な

ら

な
い
+

と

明

記
さ

れ

て

い

る

こ

と

に

よ
っ

b

▲

噸
.

∈
‾
ポ
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d
伊

血
町

純

て

も

明
ら

か

で

あ
る
｡

現
に
､

こ

の

覚
書
に

よ
っ

て

日

本

政

府
の

政

治
､

行
政
上
の

権
利
行
使
を

停
止

さ

れ

て

い

た

北

緯
三

十

度
以

南
の

南
西

諸

島
の

中
､

北
緯
二

十
九

度
以

北
に

つ

い

て

は
一

九

五

一

年
十
二

月
五

日

付
の

絵
司

令
部
覚
書
に

よ
っ

て

日

本
政
府
に

行

政

権
が

返

還
さ

れ
､

奄
美
大

島
も
日

本
の

行
政

管
理

下
に

移
さ

れ

た
｡

そ

の

他
琉

球
､

小

笠
原
等
の

諸

島
に

つ

い

て

も

日

本
の

残
存

主
権
が

認
め

ら

れ

て

い

る
｡

の

み

な

ら

ず
､

一

九

四

六

年
六
月
二

十
二

日

付
の

マ

プ

カ

ー

サ

ー

･

ラ

イ

ン

に

関
す
る

絵
司

令
部
覚
書

第
五

項
に

お

い

て

も

｢

こ

の

許
可
は

当

該
区

域
ま
た

は

そ

の

他
の

如
何
な
る

区

域
に

関
し
て

も
､

国
家
統
治

権
､

国
境
線
ま

た

は

漁

業
権
に

関
す
る

連
合
国
の

政

策
の

表
明

で

は

な

い
+

と

し

て

い

る
｡

更
に

ま

た
､

マ

ッ

カ

ー

サ

ー
･

ラ

イ
ン

は

対
日

平
和
条
約
の

発
効
に

先

立
つ

こ

と

三

日
､

す
な
わ

ち
一

九
五

二

年
四

月
二

十
五

日

に

全
面

的
に

撤
廃
せ

ら
れ

た
｡

こ

の

よ

う
な

事
実
の

経
過
か

ら

見
て
､

稔
司

令
部
覚
書
に

よ

り

日

本
の

竹
島
に

対

す
る

政

治
､

行

政

権
の

停
止
が

指
令
さ

れ

た

こ

と

は
､

領
土

帰
属
の

最
終
決
定

と

バ
何
等
関
係
が

な
い

と
い

え

る
｡

2
.

李
承

晩
ラ

イ
ン

と
こ

ろ
が
､

対
日

平
和
条

約
が
一

九
五
一

年
九

月
八

日

に

署

名

さ

れ

る

や

(

そ
の

効

力

発
生

は

前

述
の

通

り
一

九
五

二

年

四

月
二

十

八

日
)

､

韓
国
に

お

い

て

は

そ

の

沿

岸
に

漁
業
保

護
水

域
を

設

定
し
､

こ

の

水

域
内
で

は

外

国
船
舶
の

漁
業
従

事
を

禁
止

し

ょ

う
と

す
る

案
が

持
出
さ

れ
､

保
護
水

域
の

境
界
線
､

経
緯
度
等
が

考
究
さ

れ

て

い

た
が
､

次
い

で

同

年
十

月
二

十

日

か

ら

開
か

れ

た

日

韓
会
談

が

決

裂
状
態
に

陥
っ

た
の

で
､

一

九
五

二

年
一

月

十
八

日
､

当

時

の

韓
国
大

統
領
李
承
晩
は

｢

漁
業
資
漁
の

保
護
の

た

め

に
､

韓
国

の

特
定

隣
接
海
洋
上

に

韓
国
の

主

権
が

適
用
さ

れ

を
+

と
い

う

海

洋
主

権
宜

言
を

行
な
い
､

こ

の

い

わ

ゆ
る

李
承
晩
ラ

イ

ン

の

中
に

竹
島
を

包
含
せ

し
め

た
｡

こ

こ

に

お

い

て
､

竹
島
の

領
土

権
を

め

ぐ
る

日

韓
紛
争
は

俄
か

に

活
気
を

呈
し

て

来
た
｡

日

本
政

府
は
一

月
二

十
八

日
､

直
ち
に

こ

の

李
承
晩
ラ

イ

ン

設
定

は

国
際
法
に

違
反
す
る

も
の

で

あ

る

と

抗
議
し

た

が
､

同

時
に

竹

島
に

つ

い

て

も

｢

同

宣

言
に

お

い

て

韓

国
は

竹

島
と
し

て

知
ら
れ

て

い

る

日

本

海
の

小

島
に

領
土

権
を

主

張
し
て

い

る

か

の

よ

う
に

見
え

る

が
､

日

本

政

府
は

韓
国
の

か

か

る

僧
称
ま

た

は

要
求
を

認
め

る

も
の

で

は

な
い
+

と

言
明

し

た
｡

併
し
､

韓
国
は
こ

れ

に

対

し

て

反

論
を

加
え
､

二

月
十
二

日

の

口

上

書
に

お

い

て
､

連
合
軍

総
司

令
部
が
一

九
四

六

年
一

月
二

十

九

日

の

覚
書
を

以
て

竹

島
に

対

す
る

日

本
の

政

治
､

行
政

上
の

権
力

ぷ
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行

使
を

停
止

せ

し

め

た

の

は

明
ら

か

に

竹
島
を

日

本
の

領
土

か

ら

切

り

離
し

た

も
の

で

あ

る

と

し
､

ま

た

同

年
六

月
二

十
二

目

の

覚

書
に

よ
っ

て

竹
島
が

マ

ッ

カ

ー

サ

ー

ニ
フ

ィ

ン

の

外

側
に

置
か

れ

た
事
実

を

挙

げ
､

｢

こ

れ

ら
の

事
実
は
､

同

島
に

対

す
る

韓

国

の

要
求
に

同

意
し
､

こ

れ

を

確

認
す

る

も

の

で

あ
っ

て
､

何
等

論

議
の

余
地
の

な
い

も
の

で

あ

る

こ

と

を

日

本
政

府
に

想
起
せ

し

め

た
い
+

と

通

告
し

た
｡

そ

こ

で
､

日

本
政
府

は
一

九
五

二

年
四

月

二

十
五

日
､

こ

れ

に

対

し
て

更
に

反

駁
を

加
え
､

一

九

四

六

年
一

月
二

十

九
日

の

総
司

令
部
覚
書
は

単
に

竹

島
に

対

す
る

日

本
の

政

治
､

行
政

上
の

権
利
行
使
の

停
止

を

指
令
し

た

も
の

に

過

ぎ

ず
､

何
等
竹
島
の

最
終
帰
属
を

決
定

し

た

も
の

で

は

な
い
､

ま

た
マ

ッ

カ

ー

サ

ー

･

ラ

イ

ン

も

国
家

統
治
権
或

は

国
境
線
に

関
す
る

連
合

国
の

最
終
的
政

策
を

示
し

た

も
の

で

ほ

な

く
､

単
な
る

軍
事
境
界

線
に

過

ぎ

な
い

と

論
駁
し

た
｡

爾
来
､

日

韓
両

国
は
こ

の

問
題
を

め

ぐ
っ

て

そ

の

主

張
を

繰
返

し
､

一

九

六

〇

年
末
ま
で

の

間
に

日

本

側
か

ら
は

二

十
四

回
､

韓

国
側
か

ら

は

十

六

回
に

わ

た
っ

て

そ

れ

ぞ

れ

口

上

書
の

提
出
が

行

な

わ

れ

て

い

る

が
､

今
日

な

お

解

決
に

至
っ

て

い

な
い
｡

3 .

対

日

平
和
条
約

次
に

竹
島
と
の

関
連
に

お

い

て

問
題
と

な
っ

た

の

は
一

九
五
一

鯉

年
九
月

八

日

に

署
名
さ

れ
､

一

九

五

二

年
四

月
二

十

八
日

に

そ

の

効
力
を

発
生

し

た

対
日

平
和
条
約
.
で

あ

る
｡

こ

の

条
約
第
二

条
㈲

に

よ

れ

ば
､

｢

日

本
国
は

朝
鮮
の

独

立

を

承
認
し

て
､

済
州

島
､

巨

文

島
及
び

欝
陸
島
を

含
む

朝
鮮
に

対

す
る

す
べ

て

の

権
利
､

権
限

及
び

請
求
権
を

放
棄
す
る
+

七
い

う

規
定
が

あ

る
｡

こ

の

条
項
に

基
い

て

日

本
が

承
認
し

た

｢

朝
鮮
の

独
立
+

と

は
､

一

九
一

〇

年

の

日

韓
併
合
当

時
に

お

け
る

韓
国
領
土

を
日

本
か

ら

分

離

独

立
せ

し

め
る

こ

と

を

認
め

た

も
の

で

あ

り
､

従
っ

て

日

韓
併
合

以

前
か

ら
の

日

本

領
土
は

こ

れ

に

含
ま

れ

て

い

な
い
｡

竹

島
は

前
述
の

通

り
､

既
に
一

九

〇
五

年
､

島
根
県
の

所
管
に

正

式

編
入

さ

れ

て

お

り
､

ま

た
一

九

四

六

年
一

月
二

十

九
日

の

捻
司

令
部
覚
書
に

よ

る

竹
島
に

対

す
る

日

本
の

政

治
､

行
政
上
の

権
利
行

使
停
止

の

指
令

も

対
日

平
和
条
約
の

発
効
に

よ
っ

て

当

然

無

効
と

な
り
､

島
根
県

の

管
轄
下

に

復
帰
し
た

わ

け
で

あ

る

か

ら
､

竹
島
が

新
た

に

独
立

し
た

韓
国

領
土

に

併
合
せ

ら
れ

る

こ

と

は

あ

り

得
な
い
｡

右
の

対

日

平
和
条
約
第
二

条
㈲
に

お

い

て
､

日

本
が

す
べ

て

の

権
利
､

権

限

を

放

棄
す
る

島
峡
と

し
て

済
州
島
､

巨
文

島
お

よ

び

欝
陵
島
の

名

称
を

具
体

的
に

挙

げ
て

い

る

が
､

竹
島
に

つ

い

て

は

特
に

触
れ

て

い

な
い

こ

と

も
､

こ

れ

を

示

す
も
の

と

見

て

差

支
え

な
い
｡

と

L
呵

止
マ

.

如
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こ

ろ
が
､

韓
国
側
に

は

こ

れ

に

対

し
て

い

ろ
い

ろ

な

反
対

論
が

見

ら
れ

る
｡

例
え

ば
､

｢

朝
鮮
半

島
の

近

海
に

は

多
く
の

島
々

が

あ

り
､

こ

れ

ら
の

す
べ

て

が

平

和
条
約
に

そ

の

具
体

的
名

称
を

規
定

せ

ら

れ

な
い

か

ら

と
い

っ

て
､

韓
国
領
土
に

含
ま
れ

な
い

と

は

考

ぇ

ら

れ

な
い
+

と
い

う
主

張
も

あ
る
｡

併
し
､

済
州
､

巨

文
､

欝

陵
の

三

島
は

朝
鮮
近

海
に

お

け
る

代
表
的
な

島
峡
で

あ
る

の

み

な

ら

ず
､

そ

の

位
置
は

朝
鮮
半
島
の

最
も

外

側
に

あ
っ

て

日

本
に

近

い
｡

従
っ

て
､

若
し

竹

島
が

こ

れ

ら
の

島
々

よ

り

も

朝
鮮
半
島
に

近
い

内

側
に

あ

れ

ば
､

そ

の

名

称
が

対

日

平
和
条
約
に

特
記
せ

ら

れ

な

く
て

為
､

当
然
韓
国

領
土

に

含
ま
れ

る

こ

と

は

疑
い

を

容
れ

な
い

が
､

事
実
は
こ

れ

に

反

し
て

竹
島
は
こ

れ

ら
三

島
の

外

側
に

ぁ
り
､

日

本
に

よ

り

近
い

位
置
を

占
め

て

い

る

の

で
､

竹
島
を

韓

国
領
土

に

加
え

る

場
合
に

は
､

右
の

三

島
と

共
に

竹
島
の

名
を

条

約
に

明

記
す
べ

き
で

あ

る
｡

併
し
､

現

実
に

は

前
述
の

通

り

条
約

に

竹
島
の

名
は

現
わ

れ
て

い

な
い
｡

こ

れ

は

竹
島
が

依
然
と

し
て

日

本

領
土

の
一

部
に

残
さ

れ

た
こ

と

を

意
味
す
る

も
の

と
い

わ
ざ

る

得
な
い
｡

そ

の

他
､

竹
島
は

欝
陵
島
の

付

属

島
峡
で

あ
る

か

ら

欝
陸
島
と

運

命
を

共
に

す
べ

き

だ

と
の

主

張
で

あ
る

が
､

地

理

的

或
は

歴
史
的

背
景
か

ら

見
て

こ

れ

も

納
得
出
来
な
い
｡

4 .

日

米
行
政

協
定

次
に

取
上

ぐ
べ

き

問
題
と
し

て

は
､

日

米
行

政
協
定
と

竹

島
と

の

関

係
が

あ
る
｡

一

九
五

二

年
二

月
二

十

八
日

に

署
名
さ

れ

同

年

四

月
二

十

八
日

に

発

効
し

た

｢

日

本

国
と

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
と

の

間
の

安
全

保
障
条
約
第
三

条
に

基
く

行
政

協
定
+

第
二

条
に

よ

れ

ば
､

次
の

よ

う
な

規
定
が

あ
る
｡

㈲

日

本

国
は
､

合

衆
国
に

対

し

安
全

保
障
条
約
第
一

条
に

掲

げ

る

目

的
の

遂
行
に

必

要
な

施
設

及
び

区

域
の

使
用
を

許

す
こ

と

に

同

意
す
る
｡

個
々

の

施
設

及
び

区

域
に

関
す
る

協
定

は
､

こ

の

協
定
の

効
力

発
生
の

日

ま
で

に

な

お

両

国

政

府
が

合

意
に

達
し

て

い

な
い

と

き
は
､

こ

の

協
定
の

第
二

十

六

条
に

定
め

る

合
同

委
員
会
を

通

じ
て

両

国
政

府
が

締
結
し

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
｡

｢

施
設
及

び

区

域
+

に

は
､

当

該

施
設

及
び

区

域
の

運

営

に

必

要
な

現

存
の

設
備
､

備
品

及
び

定

着
物
を

含
む
｡

肘

日

本
国
及

び

合

衆
国
は
､

い

ず
れ

か
一

方
の

当

事
者
の

要

請
が

あ

る

と

き

は
､

前
記
の

取

極
を

再
検

討
し

な

け
れ

ば

な
ら

ず
､

ま

た

前
記
の

施
設

及
び

区

域
を

日

本

国
に

返

還

す
べ

き
こ

と

又

は

新
た

に

施
設

及
び

区

域
を

提
供

す
る

こ

と

を

合
意
す
る

こ

と

が

出
来
る
｡

糾

合
衆
国

軍
隊
が

使
用

す
る

施
設
及

び

区

域
は
､

こ

の

協
定

朋
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の

目

的
の

た

め

必

要
で

な

く
な
っ

た

時
は
､

い

つ

で

も

日

本

国

に

返
還
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

合
衆
国
は
､

施
設
及
び

区

域

の

必

要
性
を

前
記
の

返

還

を

目

的
と

し

て

絶
え

ず
検
討
す
る

こ

と

に

同

意
す
る
｡

且
つ
､

右
の

日

米
行
政

協
定

第
二

先
に

引

用
せ

ら
れ

た

日

米
安

全
保
障
条
約
第
一

条
は

米
軍
の

日

本

駐
屯
棒
を

認
め
た

も
の

で

あ

り
､

次
の

よ

う
な

条
文
と

な
っ

て

い

る
｡

平
和
条
約

及
び

こ

の

条
約
の

効
力

発
生
と

同
時
に
､

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
の

陸
軍
､

空
軍
及
び

海
軍
を

日

本

国
内
及
び

そ
の

附
近

に

配
備
す
る

権
利
を
､

日

本

国
は

許
与
し
､

ア

メ

リ

カ

合
衆
国

は

こ

れ

を

受
諾
す
る
｡

更
に
､

日

米
行
政

協
定

第
二

十
六

条
は

米
軍
の

日

本
駐
屯
の

た

め

に

必

要
な

｢

日

本
国
内
の

施
設

又

は

区

域
を

決
定

す
る

協
議
機

関
+

に

関
す
る

条
項
で

あ

り
､

そ

の

内

容
は

三

項
に

わ

た
っ

て

規

定
せ

ら
れ

て

い

る

が
､

特
に

そ

の

第
一

項
を

挙
げ

る

と
､

左

記
の

通

り
で

あ

る
｡

こ

の

協
定
の

実
施
に

関
し
て

相
互
の

協
議
を

必

要
と

す
る

す
べ

て

の

事
項
に

関
す
る

日

本

国
と

合
衆
国
と

の

間
の

協
議
機
関
と

し
て
､

合
同

委
貝
会
を

設

置
す
る
｡

合
同

委
貝
会
は
､

特
に

合

衆
国
が

安
全

保
障
条
約
第
一

条
に

掲
げ
る

目

的
の

遂

行
に

当
っ

て

使
用
す
る

た

め

必

要
と
さ

れ

る

日

本

国
内
の

施
設
ま
た

は

区

が

域
を

決
定

す
る

協
議
機
関
と

し
て

任
務
を

行
う
｡

以

上
の

よ

う
な
日

米
行
政

協
定

第
二

条
に

従
っ

て

日

米
合
同

委

員
会
が

開
か

れ
､

そ

の

結
果
､

一

九
五

二

年
七

月
二

十

六
日
､

委

員
会
は

竹

島
を

日

本
駐
留
米
軍
が

使
用
す
る

空

軍

訓
練
区

域
と

す

る

こ

と

を

決
定
し

た
｡

右
の

諸

条
項
に

よ

れ

ば
､

日

本

駐
留
の

米

軍
が

使
用
す
る

施
設

及
び

区

域
は

日

本
国
内
或
は

そ

の

附
近
で

あ

り
､

使

用
の

必

要
が

な

く
な
っ

た

場
合
に

は

日

本

に

返

還
し

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

と

さ

れ

て

い

る

こ

と
を

想
え

ば
､

日

米
合
同

委
員

会
に

お

け
る

こ

の

決
定

は
､

竹

島
が

日

本

領
土

に

属
す
る

こ

と
を

証

明

し

た

も
の

に

外
な

ら

な
い
｡

次
い

で
､

一

九
五

三

年
三

月

十

九
日

に

は

日

米
合
同

委
員
会
分

科

委
員
会
に

お

い

て
､

米
軍
側
の

提
案
に

応
じ

て

竹
島
を

米
軍
の

訓
練
区

域
か

ら

削

除
す
る

こ

と

が

決
定
さ

れ

た
｡

こ

こ

に
､

米
軍
の

使
用
を

必

要
と

し

な

く

な
っ

た

区

域
は
､

日

本
に

返

還
さ

る
ぺ

き

だ

と

す
る

前
記
の

日

米
行
政

協

定
第
二

条
何
の

規
定
が

当
然
に

適
用
さ

れ

る

こ

と

と

な

り
､

竹
島

は
日

本

領
土

に

復
帰
し

た

わ

け
で

あ

る
｡

従
っ

て
､

島
根
県
は

同

年
六

月

十

九
日

付
の

告
示

及
び

公

告
を

以
て
､

竹

島
に

お

け
る

漁

業
を

隠
岐
島
漁
業
協
同

組
合
連

合
会
及
び

三

名
の

日

本
人

に

再
び

許
可
し

た
｡

一

切

噛
･

l

ゎ
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5 .

韓
国
の

竹
島
に

対

す
る

積
極
的

態
度

島
根
県
が

竹
島
に

お

け
る

日

本

人
の

漁
業
を

再
免

許
し

た

の

と

相
前
後
し
て
､

韓
国
の

竹
島
に

対

す
る

態

度
は

俄
か

に

積
極
化
し

て

来
た
｡

す
な
わ

ち
､

島
根
県
の

竹
島
漁
業
免
許
に

先
立

ち
､

既

に
一

九
五

三

年
五

月
二

十

八

日
､

島
根
県
の

水
産
試
験
船

島
根
丸

が

海
流
調

査
の

途
中
､

偶
然
､

韓
国
人
が

竹
島
に

上

陸
し
て

漁
業

に

従

事
し
て

い

る

事
実
を

発
見
し

た
こ

と

は
､

竹
島
を

め

ぐ
る

日

韓
紛
争
が

再

燃
す
る

契
機
と

な
っ

た
｡

こ

こ

に

日

本
政

府
は

韓
国

に

対

し
て

そ

の

不

法
行
為
を

厳
重

に

抗
議
す
る

と

共

に
､

海
上

保

安
庁
の

巡

視

船
を

現
地

に

派
遣

し

て

監
視
の

任
に

当
ら
せ

た

が
､

韓
国
入

漁
夫
は

韓
国

警
官
の

保
護
の

下
に

依
然
と

し

て

竹
島
に

お

け
る

漁
拶
を

続
け

た

の

み

な

ら

ず
､

遂
に

同
年
七

月
十
二

日

に

は

日

本
の

巡

視

船
が

韓
国
警
官
に

よ

り

銃
撃
を

受
け
る

と
い

う
事
件

ま
で

発
生

し
た
｡

も
と

よ

り
､

日

本
は

翌

十
三

日
､

直
ち
に

こ

れ

に

強
硬
な

反
駁
を

加
え
､

竹

島
は

歴
史
的
に

も

国

際
法
上

も

日

本

の

領
土

で

あ

る

こ

と

を

述
べ

た

抗
議
文

を

提
出
し

た

が
､

韓
国

側

は

九

月

九

日

付
の

回

答
を

以

て

こ

れ

を

拒
否
し
､

却
っ

て

竹

島
が

韓
国
領
土
で

あ

る

こ

と

を

強
く

主

張
し
た
｡

更
に
一

九

五

四

年
に

は

い

る

と
､

韓
国
官
憲
が

竹
島
に

常
巌
す
る

よ

う
に

な

り
､

日

本

の

巡

視
船
が

ま

た

も

や

銃
撃
さ

れ

る

と
い

う

事
件
が

二

回

も

起
っ

た
｡

こ

れ

ら

に

加
え
て
､

韓
国
側
は

同

島
に

韓
国
旗
を

掲
げ
､

燈

台
そ

の

他
の

設
備
を

築
造
し
､

竹
島
を

主

題
と

す
る

切

手
さ

え

発

行
し
た
｡

こ

の

よ

う
な

韓
国
の

積
極
的

な

態

度
に

対

し
､

日

本
は

竹
島
問

題
解
決
の

唯

言
平
和
的
手

段
と

し

て
､

国

際
連
合
の

司

法
機

関

で

あ
る

国
際
司

法
裁
判
所
に

問
題
を

付

託
し

て

同

島
の

帰
属
に

つ

い

て

は

そ

の

判
決
に

従

う
こ

と
を
､

一

九

五

四

年
九

月
二

十
五

日

付
の

口

上

書
に

よ
っ

て

韓
国
に

提
案
し

た
｡

併
し
､

韓
国

側
は

同

年
十

月
二

十
八

日
､

こ

れ

を

拒
香
し

た
｡

も
と

よ

り
日

韓
双

方

に

は

国
際
司

法
裁
判
所
の

強
制
管
轄
権
を

受
諾
す

る

義
務
は

な
い

の

で
､

韓
国
が

日

本
の

提
訴
を

拒
否
す
る

自
由
は

あ
る

が
､

そ

の

反

面

に

お

い

て

韓
国
が

裁
判
の

結
果
に

つ

い

て

勝
算
の

確
信
が

な
い

た

め
に

拒
否
し

た

も
の

で

あ
る

と
い

う

観

測

も

あ

る
｡

さ

り

と

て
､

竹
島
の

領
有
権
を

め

で
っ

て

日

韓
両

国
が

そ

れ

ぞ

れ

自
己

の

立

場
を

主

張
し
て

譲
ら

な
い

限
り
､

日

本
が

如
何
に

外

交
上
の

抗

議
を

繰
返
し

て

も

問
題
は

到
底
解

決
の

域
に

達

し

な

い
｡

従
っ

て
､

結
局
の

と
こ

ろ

公
正

な

第
三

者
､

す
な

わ

ち

国
際
連
合
の

国

際
司

法
裁
判
所
に

判
決
を

付

託
す
る

こ

と
が

最
も

適
切

な

措
置
で

ぁ
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

現

に
､

英
仏
海
峡
に

お

け
る

マ

ン

キ

ュ

ル

㌘



一 橋論叢 第 五 十 四 巷 第
一 号 ( 2 8 )

及
び

エ

ク

レ

フ

ー

(

写
n

号
e

き

E
｡

邑
F

｡

且
群
島
の

帰
属
を

め

ぐ
る

英
仏

紛
争
に

対

し
､

国

際
司

法
裁
判
所
が
一

九
五

三

年
に

裁

判
を

行
な
い
､

英
国
の

領
土

権
を

認
め
る

判
決
を

下

し
た

先

例
も

(

3
)

あ
る
｡

こ

の

よ

う
な

情
勢
に

よ
っ

て

見
れ

ば
､

韓
国
が

竹

島
問
題

の

国
際
司

法

裁
判
所
付

託
に

同

意
し
､

日

韓
両

国
が

こ

の

裁
判
所

の

判
決
に

従

う
と

い

う
の

が

唯
一

の

解
決
の

途
で

は

な
か

ろ

う
か

と

思

わ
れ

る
｡

併
し
､

国

際
司

法

裁
判
所

に

対

す
る

提
訴
は

今
日

な

お

実
現

さ

れ

ず
､

日

本

は
こ

れ

に

代
え
て
､

厳
重

な

抗
議
を

繰
返
し
､

屡
々

巡

視
船
を

派

遣
し
て

竹
島
の

正

常
化
を

要
求
し
て

い

る

に

も

拘
ら

ず
､

韓
国
の

竹
島
占
拠
は

依
然
と

し
て

変
ら

ず
､

燈

台
そ

の

他
の

設

備
も

撤
去
さ

れ

な
い

現

状
に

あ
る
｡

今
や

近
い

将
来
に

日

韓
会

談
妥
結
の

見
透
し
が

深
ま
り
つ

つ

あ
る

時
､

両

国
の

国
交
正

常
化

後
も

竹
島
問
題
は

未
解
決
の

ま
ま

残
る

と

す
れ

ば
､

完
全
な

両

国

の

親
善
関
係
回

復
は

望
め

な
い

も

の

と

い

わ

ざ
る

を

得
な
い
｡

こ

の

意
味
か

ら

も
､

一

日

も

早

く

国
際
司

法
裁
判
所
へ

の

付

託
実
現

を

期
待
し
て

己

ま

な
い
｡

(

1
)

マ

ッ

カ

ー

サ

ー
･

ラ

イ
ン

と

は
､

一

九

四

五

年

九

月

二

十

七

日
､

連
合

軍

捻
司

令
部

覚
書
に

よ

り

東
支

部

海
か

ら

朝
鮮
海
峡
の

済

州

島
南

方

洋
上

を

追
っ

て

対

馬

島
の

真
北
を

過
ぎ
､

日

本

海
の

竹
島

の

東

方
を

通

過
さ

せ

て

設

定

し

た

軍

事

境

界
線
で

あ

る
｡

(

2
)

高
野

雄

二

領
土
(

国

際

法

学
会

編

『

平
和

条

約
の

綜
合
研

究
』

上

巻
所
収
)

､

一

〇
五

頁
｡

入
江

啓
四

郎

『

日

本

講
和
条
約
の

研

究
』

三

二
二

-
二

二

四

頁
｡

皆
川

洗
｢

竹
島
紛

争
と

国

際
判
例
+

(

『

前
原

光
雄

教

授
還

暦
記

念
､

国

際
法

学
の

諸

問

題
』

所

収
)

､

三

六

八

1

三

六

九

頁
｡

(

3
)

皆
川

班
､

前

掲

署
､

三

四

九

頁
｡

三

竹
島
の

帰
属
を

め

ぐ
る

日

韓
紛
争
の

論
点

以

上

に

よ
っ

て

竹
島
問
題
の

歴
史
的
経
過
を

概
説
し

た

こ

と

と

す
る

が
､

こ

れ

に

次
い

で

更
に

明
ら

か

な

ら

し

め
て

置
き

た

い

の

は
､

竹

島
を

め

ぐ
る

日

韓
紛

争
の

論
点
で

あ
る
｡

そ

れ
は

問
題
別

に

述
べ

る

と
､

凡

そ

以

下
の

通

り
で

あ
る
｡

1

竹
島
を

最
初
に

自
国
の

領
土

と

認

知
し
た

の

は

日

本
か

韓

国
か少

な

く
と

も

十

七

世

紀
中

頃
に

は
､

日

本
人
が

欝
陸
島
へ

赴
く

途
中
で

竹

島
を

発
見
し
､

爾
来
､

日

本
が

竹

島
を

そ

の

領
土

と

考

え
､

こ

の

島
に

お

け
る

漁
業
を

実
際
に

経
営
し

て

来
た

こ

と

は

前

述
の

通

り
で

あ

る
｡

併
し
､

こ

れ

に

対

し
て

韓

国

は
､

『

李

朝

賓

録
』

に

よ

れ

ば
､

日

本
の

竹

島
発
見
に

先
立

ち
､

既
に
一

四

八

三

β8

L
耶

甥

.

鯛



( 2 9 ) 竹 島 の 帰属 を め ぐ る 日 韓紛 争

d
叩
･

群

年
以

来
､

竹
島
は

韓
国
に

知
ら

れ

て

お

り
､

そ
の

発
見
者
は

全

自

周

と
い

う
韓
国

人
だ

と

の

記

事
が

あ

る

と

主

張
し
て

い

る

が
､

韓

国
が

こ

の

島
を

自
己
の

領
土

と

認
知
し

現

実
に

経
営
を

続
け
た

証

拠
は

何
等
挙
げ
ら

れ

て

い

な
い
｡

2 .

干
山

島
は

果
た

し
て

竹
島
か

日

本
の

竹
島
認
知
よ

り

以

前
に
､

竹
島
が

韓
国

に

知
ら

れ

て

い

た

も

う
一

つ

の

理

由
と

し
て
､

韓
国
は
一

五

三
一

年
発
刊
の

『

新

檜
東
園
奥
地

勝

賢
』

を

挙
げ
､

こ

の

文

献
に

は

｢

干
山

島
､

欝
陵

島
+

と
い

う
項
が

あ

り
､

そ

の

註
に

｢

二

島
は

牒
の

正

東

海

中

に

あ

り
+

と
の

記
事
が

あ
る

の

で
､

こ

の

二

島
が

別

箇
の

島
で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

り
､

干
山

鳥
は

現

在
の

竹
島
だ

と

主

張
し

て

い

る
｡

併
し
､

韓
国
の

古
文

献
に

よ

れ

ば
､

こ

の

よ

う
に

欝
陸

島
と

干
山

鳥
と

は

別

箇
の

島
で

あ

る

と
い

う
託
と

同

時
に

欝
陵
島

と

干
山
島
と

は

同
一

の

島
で

あ

る

と
い

う
読
も

あ
る
｡

現
に
､

右

に

掲
げ
た

『

新
檜
東
国
奥
地

勝
覚
』

に

お

い

て

さ

え
､

一

方
に

お

い

て

別

箇
の

島
で

あ
る

と

述
べ

な
が

ら
､

そ

の

脚
註
に

お

い

て

は

｢

一

説
に

よ

れ

ば

干
山
､

欝
陵
は

本
一

島
な

り
+

と

の

疑
問
を

残

し

て

い

る
｡

の

み

な

ら

ず
島
の

具
体

的

説
明
に

あ
た
っ

て

は
､

欝

陵
島
の

こ

と

ば
か

り
が

書
か

れ

て

お

り
､

干
山

鳥
に

つ

い

て

は

何

等
の

記
述
も

行
な
わ

れ

て

い

な
い
｡

従
っ

て
､

こ

れ

ら
の

文

献
に

お

け
る

干
山

鳥
が

竹
島
で

あ
る

と

は

考
え

ら
れ

な
い
｡

㌫

安
寵
頑
供
述
の

真
否

韓
国
は
､

一

六

九
三

年
に

欝
陵
島
か

ら

漁
場
の

不

法

侵
入
の

証

人

と

し
て

東
禾
の

漁
民

安
龍
痛
が

日

本
に

引

致
せ

ら

れ

た

後
､

韓

国
に

送
還
せ

ら

れ
､

更
に
一

六

九
六

年
六

月
､

.
二

度
目
の

渡
日

か

ら

帰
国
し

た

際
､

同
年
九

月
､

朝
鮮
政

府
債
辺

司
の

取
調
べ

を

受

け
た

時
に

答
え

た

供
述
を

引

用

し
て
､

竹

島
が

韓
国

領
土
で

あ
る

こ

と

を

強

調
し
て

い

る
｡

こ

の

供
述
に

お

い

て
､

安
龍
肩
は

｢

彼

が

欝
陸
島
に

日

本

人
の

い

る

の

を

見
つ

け

た

の

で
､

ク

欝

陸

島
は

韓
国
領
土

で

あ
る
″

と
云

つ

た

と

こ

ろ
､

日

本
人

は

ク

松
島
(

現

在
の

竹

島
)

に

住
ん

で

お

り
､

こ

の

島
へ

漁
業
に

来
た

に

過
ぎ

な

い
″

と

答
え

た
｡

そ

こ

で
､

彼
は

〝

放
鳥
も

ま

た

韓
国
領
土

で

あ

る
″

と

唱
え
､

直
ち

に

放
島
へ

も

行
つ

て

そ

こ

に

い

る

日

本

人
を

退
去
さ

せ

た

の

み

な

ら

ず
､

更
に

伯
者
藩
と
の

直
接
交
渉
を

も

行

な
つ

た

結

果
､

日

本

側
は

両

島
に

対

す
る

韓
国
の

領
土

権
を

確
認

(

l
)

し
､

日

本
人
の

両

島
立
入

り

を

禁
止

し

た
+

と

し

て

い

る
｡

ま

た
､

韓
国
側
は

当

時
､

欝
陸
島
に

対

し
て

空

島
政

策
を

と
っ

て

い

た

が
､

そ

れ

は

領
土

権
の

放
棄
を

意

味

す

る

も

の

で

な

く
､

現

甜



一 橋論叢 第 五 十 四巻 第 一

号 ( 3 0 )

に
一

六

九

七

年
以

来
､

三

年

毎
に

巡

視
を

行
な
っ

て

い

た

と

も

称

し
､

竹

島
が

韓
国
領
土

で

あ

る

根

拠
と

し
て

い

る
｡

･
と
こ

ろ
が
､

こ

の

主
張
に

対

し

て

も

日

本

と

し
て

は

納
得
が

行

か

な
い
｡

と
い

う
の

は
､

安
龍
痛
が

日

本
に

赴
く

に

あ

た
っ

て
､

朝
鮮
政

府
か

ら

公

的
権
限
を

委
任
せ

ら

れ

た

何

等
の

証

拠
は

な

く
､

従
っ

て

朝
鮮
の

古
文

献
に

よ

れ

ば
､

彼
は

｢

欝
陵
島
干

山

監

税

賭
+

(

一

六

九

六

年
刊
の

粛
宗

箕
録
)

或
は

｢

欝

陵
監

税

官
+

(

一

九

〇

八

年
刊
の

増
補
文
献
備

考
)

と

称
し
た

と
あ

る

が
､

当

時
の

朝

鮮
政

府
に

は

こ

の

よ

う
な

官
名

も

な

く
､

こ

れ

ほ

飽
く

ま
で

も

彼

の

一

方

的
な

自
称
で

あ
っ

た

と
い

わ
ざ

る

を

得
ず
､

当
然
に

右
の

供
述
は

安
龍
頑
個
人
の

意
見

に

と

ど

ま
る

か

ら
で

あ

る
｡

且
つ
､

こ

の

供
述
内

容
は

日

本
側
に

残
さ

れ

た

記
録
と

多
く
の

喰
い

違
い

が

あ

る

の

み

な

ら

ず
､

江

戸
幕
府
が

欝
陵
島
へ

の

渡
航
禁
止
を

指

令
し

た
の

は
一

六

九

六

年
+

月
二

十
八

日

の

こ

と
で

あ

り
､

こ

れ

は

安
能

面
の

渡
日

よ

り

六
カ

月

前
で

あ

り
､

彼
の

交
渉
と

は

何
等

関
係
は

な
い
｡

ま

た
､

朝
鮮
政

府
が

実
行
し

た

と
い

う
定

期
的

巡

視
も

欝
陵
島
に

限

ら

れ
､

竹

島
に

関
す
る

巡

視
報
告
は

見
ら

れ

な

ヽ

0

ヽ

･U
れ

島
根
県
告
示
の

有
効
性

韓
国
側
は
､

日

本
が

竹
島
を

島
根
県

所
属
隠
岐
島
司
の

所
管
に

3 0

移
す
と

公

示

し
た
一

九

〇
五

年
二

月
二

十
二

日

の

島
根
県
告
示

は

無
効
で

あ
る

と

主

張
し

て

い

る
｡

そ

の

理

由
と

し
て
､

(

1
)

竹

島

は

島
根
県
告
示

以

前
か

ら

既
に

韓
国
領
土

と

な
っ

て

い

る
､

(

2
)

島
根
県

告
示

は

単
な
る
一

地

方

庁
の

告
示

で

あ
る

の

で
､

こ

れ

に

よ

っ

て

竹
島
を

正

式
に

日

本
領
土

に

編
入

す
る

こ

と

は

不

可

能
で

あ
る
､

(

3
)

島
根
県

告
示
は

秘
密
裡
に

行
な

わ

れ

た

も

の

で
､

一

般
に

は

公

表
さ

れ

て

い

な
い

等
の

諸

点

を

挙

げ

て

い

る
｡

併

し
､

日

本
側
と

し
て

は
､

(

1
)

島
根
県

告
示

は

同

年
一

月

二

十

八

日

の

閣

議
決
定
に

基
い

て

出
さ

れ

た

も
の

で

あ

り
､

こ

れ

は

国

家
と

し
て

竹
島
を

領
有
す
る

意
思
を

確

認

し

た

こ

と

と

な

る
､

(

2
)

島
根
県

告
示
に

よ

る

竹
島
の

領
土

編

入

は

当

時
の

新
聞
に

も

発
表
さ

れ

て

い

る
､

(

3
)

無
人

島
で

あ

る

竹
島
の

先

占
に

つ

い

て
､

日

本
が

外

国
に

通

告
す
る

義
務
は

国

際

法
上

な

い

と

し

て
､

反

駁
を

加
え

て

い

る
｡

5 .

カ

イ

ロ

宣

言
か

ら

対

日

平

和
条
約
に

至
る
一

連
の

措
置

韓
国
側
は
､

カ

イ

ロ

宣
言

か

ら

対

日

平
和
条
約
に

至

る
一

連
の

措
置
に

よ
っ

て

竹
島
ほ

韓
国
に

復

帰
し

た

と

主

張
し

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

(

1
)

一

九

四

六

年
一

月
二

十

九
日

の

総
司

令

部

覚
書

L
¶

渦



( 3 1 ) 竹 島 の 帰 属 を め ぐ る 日韓 紛 争

に

よ
っ

て

竹

島
は

政

治
､

行

政
上
､

日

本

か

ら

分

離
さ

れ
､

更
に

同
年
六

月
二

十
二

日

の

総
合
部
覚
書
に

よ
っ

て

竹

島
は
マ

ッ

カ

ー

サ

ー

･

ラ

イ

ン

の

外
側
に

置
か

れ

た

結
果
､

竹

島
は

日

本
の

領
土

か

ら

切

り

離
さ

れ

た
､

(

2
)

一

九

四

三

年
十
一

月
二

十
七

日

の

カ

イ
ロ

宣

言
に

あ

る

｢

日

本

国

は

暴
力

及
び

貧
慾
に

よ

り
､

日

本

国

(

2
)

が

略
取
し

た
一

切
の

地

域
よ

り

駆
逐
せ

ら

れ

る
+

と
の

規
定
は
､

竹
島
を

島
根
県

編

入

と
い

う
侵
略
行
為
に

よ
っ

て

日

本
に

併
合
し

た

こ

と

に

対

し
て

適
用
さ

れ
､

竹
島
は

韓
国
領
土

と

な
る
､

(

3
)

一

九
四

七

年
六

月

十

九

日

の

極
東
委
員
会
に

お

い

て

決
定
せ

ら

れ

(

3
)

た

降
伏

後
の

対

日

基
本

政

策
に

よ

れ

ば
､

竹
島
は

韓
国
領
土

に

含

ま

れ

る

と
い

う
の

が

そ

れ

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
に

対
し
､

日

本
側
と

し

て

は

絵
司

令
部
覚
書
は

占
領
下
の

暫
定

的
処
置
で

あ

り
､

日

本

の

領
土

帰
属
に

つ

い

て

最
終
決
定

を

示

し

た

も

の

で

は

な

い

か

ら
､

竹
島
を
日

本
領
土

か

ら

除
い

た

も
の

で

は

な

く
､

ま

た

降
伏

後
の

対
日

基
本

政

策
は
､

本
州
､

北

海
道
､

四

国
､

九

州

に

そ

の

適
用
が

限
定
さ

れ

て

お

り
､

竹
島
は

日

本
の

侵
略
に

よ
っ

て

奪
取

し
た

も
の

で

は

な
い

と

反
論
し

て

い

る
｡

(

1
)

｢

竹

島

領
有
を

め

ぐ
る

日

韓
両

国
の

歴

史
上

の

見

解
+

(

『

外

務

省
調
査

月

報
』

第
二

巻
第
五

号
､

三

十
二

頁
｡

)

(

2
)

入

江

啓

四

郎
､

前

掲

書
､

三

九
六

頁
｡

且

町

.

帥

(

3
)

入

江

啓

四

郎
､

前

掲
書
､

四

〇
〇

頁
｡

四

国
際
法
か

ら

見
た

竹
島
問
題

凡

そ

国
家
が

領
土
を

取
得
す
る

原
因
と

し
て

は
､

一

般
国

際
法

に

よ

れ

ば
､

先

占

宮
○

名
臣
｡

(

無

主

地
に

対

す
る

領
土

権
設

定
)

､

時

効
p

岩
岩
ユ
p
t

ど

(

一

定
地

域
に

対

す
る
一

国
主

権
の

行

使
が

相

当

の

年

限

続

け

ら
れ
､

そ

の

間

外

国
か

ら

の

干

渉
が

な

か

っ

た

場

合
)

､

添

附

告
｡

e

邑
｡

(

人
エ

ま

た

は

自

然
の

作

用
に

よ

る

海

面
へ

の

土

地

拡

大
)

､

征

服

計
訂
-

-

P

江
○

(

一

国
が

他

国
の

領

土

を

兵

力
に

よ

っ

て

併

合

し

た

場

合
)

及
び

朝
議
〔

e

邑
｡

(

条
約
に

よ
り
一

国
が

他

国
の

領
土

を

取

得

し

た

場

合
)

等
を

挙
げ
る

こ

と

が

出
来
る
｡

と
こ

ろ

で
､

竹

島
は

前

述
の

通

り
､

元

来
無
人

島
で

あ

り

ま

た

無

主
の

島
で

あ

っ

た

が
､

韓
国

よ

り

も

早

く
か

ら
日

本
は

こ

れ

を

自
己
の

領
土

と
心

得
て

い

た

土

地
で

あ
る
｡

従
っ

て
､

日

本
が

竹
島
に

対

し
て

領
土

権
を

確

立

し

た

か

香
か

は
､

先

占
の

法
理

に

よ
っ

て

判
断
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

す
な

わ

ち
､

国

際
法
に

お

け
る

先

占
と

は
､

一

国
が

無

主
の

地
に

対
し
､

領
土

編
入
の

意
思

表
示
を

明

確
に

す
る

と

共
に

事
実
上
､

効
果
的
な

支
配
を

拡

張
し
た

場

合
､

こ

の

事
実
に

国
際

法
上

の

効
果
を

与

え
､

右
の

国
家
に

領
土

権
を

付

与

す
る

こ

と
を

意
味
す
る
｡

そ

こ

で
､

竹
島
と
の

関

係
に

お

い

て
､

日

本
が

と
っ

別
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た

領
土

編

入

の

意
思

表
示
と

効
果
的
な

支
配
の

実
体
を

以

下

に

お

い

て

見
る

こ

と

と

す
る
｡

先

ず
､

領
土

編
入
の

意
思

表

示
で

あ

る

が
､

こ

の

点
に

つ

い

て

は

既
に

述
べ

た

と
こ

ろ
で

あ
る

か

ら
､

そ

の

要
領
を

ま

と

め
る

こ

と
に

と

ど
め

た

い
｡

一

六
一

八

年
以

来
､

幕
府
の

許
可
を

得
て

欝

陸
島
に

お

け
る

日

本

人
の

漁
業
経

営
が

行
な

わ
れ

て

い

た
が
､

こ

の

間
竹
島
が

発
見
せ

ら

れ
､

こ

の

島
も

日

本
人
の

寄
港
地

且

つ

漁

業
地

と

し
て

利
用
せ

ら
れ

て

い

た
｡

と
こ

ろ
が
､

そ

の

後
竹
島
に

お

け

る

日

本

人
の

漁
猟

競
争
が

漸
次

激
化

し
て

来
た

た

め
､

竹
島

を

領
土

所

属
未
決
定
の

ま

ま

放
置
す
る

の

は

将
来
の

安
全
の

た

め

危
険
で

あ

る

と
の

立

場
か

ら
､

一

九

〇

四

年
九

月
二

十

九

日
､

隠

岐
島
民

中
井
養
三

郎
が

政

府
に

対
し

て

竹
島
の

領
土

編
入

並
に

貸

下

願
を

提
出
し

た
｡

こ

れ

に

応
じ
て
､

政

府
は
一

九

〇
五

年
一

月

二

十

八
日

の

閣
議
決
定

に

よ
っ

て

同

島
を

島
根
県
隠

岐
島
司
の

所

管
に

移
し
､

こ

れ

に

従
っ

て

島
根
県

知
事
は

同

年
二

月
二

十
二

日

の

県
告
示
を

以

て

同

島
の

島
根
県
編
入
を

公

示
し
､

更
に

五

月

十

七

日

に

は

官
有
地

と

し

て

登

録
さ

れ

た
｡

爾
来
､

今
日

に

至

る

ま

で

竹

島
の

地

位
に

重

大
な

変
化

は

起
っ

て

い

な

い
｡

た

だ
､

第
二

次
大

戦
勃
発
の

直

前
､

一

時
海

軍
用

地

と

な
っ

た

こ

と

は

あ

る

が
､

戦
後
､

大
蔵
省
の

所
管
に

移
さ

れ

て

い

る
｡

以

上
に

よ

っ

て

見
れ

ば
､

日

本
の

竹

島
に

対

す
る

領
土

編
入
の

意

思
表
示

は
､

国

詔

際
法
上
､

何
等
論
議
の

余
地

な

き

も
の

と

信
ぜ

ら
れ

る
｡

次
に
､

竹

島
に

対

す
る

日

本
の

効
果
的
な

支
配
に

つ

い

て

述
べ

る
｡

右
の

よ

う
に
､

竹
島
が
一

九

〇
五

年
二

月
二

十
二

日
､

島
根

県
の

所
管
に

正

式
に

編
入

さ

れ

る

と
､

島

根

県

は

同

年
六

月

五

日
､

同

島
に

お

け
る

漁
業
の

共
同

経
営
を

中

井
養
三

郎
そ

の

他

計

四

名

に

許
可
し

た
｡

中
井
等
は

直
ち
に

翌

六

日
､

竹
島
漁
猟

合
資

会
社
を

設
立

し
､

同
島
に

猟
小

屋
､

製
造

納
屋

等
を

設
け
､

同
年

度
か

ら

事
業
を

開
始
し
て

多
く
の

漁
民

を

渡
島
せ

し

め
､

ア

シ

カ

漁
業
に

従

事
さ

せ

た
｡

ま

た
､

そ

の

後
島
根
県
は

数
次

に

わ

た

り

規
則
を

改

正

し
て

漁
業
の

取
締
を

強

化

し

て

行
っ

た
｡

す

な

わ

ち
､

一

九

〇
八

年
六

月
に

は

県
令
に

よ
っ

て

竹
島
に

お

け
る

ア

シ

カ

漁
業
を

県
知
事
の

認

可
事
項
と

し
､

ま

た
一

九
一

一

年
一

二

月

に

は

右
の

規
則
を

廃
止
し

て

新
た

に

島
根
県
漁
業
取

締
規
則
を

公

布
し
､

こ

れ

に

よ
っ

て

竹
島
周

辺

区

域
を

禁
漁
区

と

し
た

が
､

ア

シ

カ

漁
業
の

許
可

を

受
け
て

い

る

者
に

限
り
､

同

島
に

お

け
る

独

占
的

漁
業
を

認

可

保
証

し

た
｡

併
し
､

そ

の

後
に

お

け

る

会
社
の

運

営
は

実
績
が

挙
ら

ず
､

一

九
二

九

年
か

ら
一

九
三

三

年
に

至
る

間
､

一

時
漁
業
を

中
止

し

た

が
､

一

九
三

三

年
以

降
､

竹
島
へ

の

出
漁
は

再
開
さ

れ

た
｡

更
に
､

そ

の

後
一

九
四

〇

年
八
月
､

竹
島

l 一

W

一

¶
V
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絹
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d
ル

サ

わ:

が

海
軍
用

地

と

な
っ

た

際
に

も
､

漁
業
権
者
の

竹
島
利
用
は

引

続

き

認
可

せ

ら

れ

た
｡

た

だ
､

一

九

四
一

年
十
二

月

九
日

の

第
二

次

大

戦
勃

発
に

よ
っ

て

竹

島
に

お

け
る

漁
猟
は

中
止

の

己

む

な

き

に

至
っ

た

が
､

一

九
五

三

年
三

月
十

九

日
､

日

米
行
政

協
定

に

基

く

日

米
合
同

委
貝
会
の

決
定
に

よ

り

竹

島
が

米
軍
演
習
場
か

ら

削
除

せ

ら

れ

た

結
果
､

島
根
県
は

再
び

竹
島
に

お

け

る

漁

業

を

許

可

し
､

今
日

に

及
ん

で

い

る
｡

五

む

す
び

以

上
に

よ
っ

て

見
れ

ば
､

本

来
無
主
の

土

地

で

あ

る

竹
島
に

対

し
､

日

本
が

こ

れ

を

そ

の

儀
土
と

す
る

明

確
な

国

家
的

意
思
を

表

示

し
､

同

島
に

お

け
る

漁
業
の

経
営
を

実
際
に

行
な

う
こ

と
に

よ

っ

て

現

実
の

占
有
､

効
果
的

な

支

配
を

続
け
て

来
た

こ

と

は

疑
い

を

容
れ

な
い
｡

従
っ

て
､

国

際
法
に

お

け
る

｢

先

占
+

の

法
理

に

ょ

り
､

竹
島
に

お

け
る

日

本
の

領
土

権
が

既
に

確
立
さ

れ

て

い

る

の

は

当

然
の

こ

と

と
い

わ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

の

み

な

ら

ず
､

前
述
の

通
り
､

歴
史
的
に

も

竹

島
が

日

本
領
土
に

帰
属
す
る

事
実

は

多
く

存
在
す
る
｡

そ

う
だ

と

す
れ

ば
､

結
局
の

と
こ

ろ
､

竹
島

問
題
を

め

ぐ
る

日

韓
交

渉
は

こ

の

線
に

添
っ

て

解
決
す
る

よ

り

他

に

途
は

な
い

も
の

と

思

わ

れ

る
｡

こ

の

際
､

国

政
司

法
裁
判
所
に

提
訴
し
て

そ

の

判
決
に

従

う
こ

と
が

最
も

適
当

な

方

法
だ

と

信
ぜ

ら

れ

る
｡

か

く
し

て
､

完
全

な

日

韓
国

交
の

正

常
化

を

達
成

す
る

こ

と
が

望
ま

し
い
｡

(

参

考
文
献
)

北

国
通
算
『

竹

島
固

説
』
､

賓
暦

年
間
(

一

七

五
一

-
六
三

年
)

矢
田

高

官
『

長
生

竹

島
記
』

､

享

和

元

年

(

一

八

〇
一

年
)

大

西

敦
保

『

隠
岐
古

記

集
』

､

文

政

六

年

(

一

八
二

三

年
)

外

務

省
条

約
局

『

竹

島
の

領

有
』
､

昭

和
二

十

八

年

八

月

外

務

省
情
報
文

化

局

『

世

界
の

動
き
』
､

特

集

号

六
､

｢

日

韓

会

談
の

い

き

さ

つ

ー
韓
国
の

態

度
が

決
定

す
る

ー
+

､

昭

和

二

十

八

年
十
一

月

外

務

省

情
報
文

化

局

『

海
外

調

査

月

報
』
､

昭

和
二

十

九

年
十
一

月

『

外

務

省

調
査

月

報
』

､

第
二

巻

第
五

号
､

｢

竹

島
領
有
を

め

ぐ

る

日

韓
両

国
の

歴
史
上
の

見

解
+
､

昭

和
三

十

六

年
五

月

島

根

解

散
青

倉

編
『

島
根
麻
誌
』
､

大
正

十
二

年

島

根

県

『

竹

島
の

研

究
』
､

昭

和
二

十
八

年

十
一

月

入
江

啓
四

郎

『

日

本

講
和

条

約
の

研
究
』
､

昭

和
二

十

六
年

十
一

月

高
野
雄
一

｢

領
土
+

(

国

際
法

学

会

『

平

和

条

約
の

綜

合

研

究
』

上

巻
､

昭

和
二

十

七

年
五

月
)

田

川

孝

三

｢

竹

島
の

歴
史
的
背

景
の

素

描
+

(

『

親

和
』

第
七

号
､

昭

和
二

十
九

年
五

月
)

韓
国

問
題

研

究

会

『

日

韓
間
題
』
､

昭

和
三

十

七

年
三

月

日

本

国

際

政

治

学

会

編

『

日

韓

関

係
の

展

開
』
､

昭

和

三

十

八

年
七

月

3 3
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皆

川
洗

｢

竹

島
紛

争
と

国

際
判

例
+

(
『

前
原

光

旋
教

授
還

暦

記

念
､

国
際

法

学
の

諸

問
題
』
､

昭

和
三

十

八

年
十

月
)

『

太

宗

賓
鐘
』
､

『

成

宗
貴
錬
』
､

『

粛
宗
貴
鐘
』
､

『

英
宗
葺
錬
』
､

『

正

宗
要
録
』
､

『

李

朝

賃
銭
』

『

新

檜

東
園

奥
地

勝
覚
』
､

一

五

三
一

年

『

増

補
文

献

備

考
』
､

一

九

〇

八

年

韓
国

外

務

部
『

外

務

行
政
の

十

年
』
､

一

九
五

九

年

朝

鮮
大

学

校

『

朝

鮮
に

関

す
る

研

究

資
粁
』

第

四

集
､

｢

韓
･

日

会

朗

談
+

の

本

質
に

つ

い

て

1
そ

の

経
過

と

背

景
に

関

す
る

考

察

-

-
､

一

九

六
一

年

四

月

山

辺

健
太

郎

｢

竹

島

問

題
の

歴
史

的

展
望
+

『

コ

リ

ア

評

論
』
､

第
七

巻
第
二

号
､

一

九

六
五

年
二

月
)(

昭

和

四

十

年
三

月
二

十
日
)

(

東

京
大

学

名
誉

教

授
･

一

橋

大

学

講

師
)
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